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桜
美
林
大
学
（
東
京
都
）
は
１
月
18

日
、
新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、「
ビ
ジ
ネ
ス
演

習
」
の
２
０
２
２
年
度
最
後
の
授
業
を
開

き
、
生
徒
や
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
の
役

職
員
ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師

は
料
理
人
森
野
熊
八
さ
ん
で
、
ス
テ
ー
キ

と
ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
の
作
り
方
を
教
え
ま

し
た
。

　

同
講
義
で
は
、
学
生
た
ち
が
「
食
」
に

関
す
る
食
文
化
や
歴
史
、
食
の
安
全
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
に
つ
い
て
学
習
。
フ
ー
ド

ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
上
で
大
切
と
な
る
基

本
的
な
知
識
・
教
養
を
習
得
す
る
こ
と
が

目
的
。

　

森
野
さ
ん
は
２
０
１
９
年
に
Ｊ
Ａ
鹿
児

島
き
も
つ
き
が
開
い
た
「
家
の
光
ク
ッ
キ

ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」
で
講
師
を
務
め
た
事
が

縁
で
、
Ｊ
Ａ
の
「
グ
ル
メ
大
使
」
に
就
任

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

食
材
に
は「
鹿
児
島
黒
牛
」と「
茶
美
豚
」

を
使
用
。
Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
寛
組
合
長
が
、

使
用
し
た
食
材
や
Ｊ
Ａ
の
取
組
に
つ
い
て

生
徒
へ
説
明
し
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
畜

産
の
経
営
状
況
や
特
産
物
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
に
参
加
し
、
ス
テ
ー
キ
と
ロ
ー
ス

ト
ポ
ー
ク
を
試
食
し
た
生
徒
は
「
鹿
児
島

黒
牛
も
茶
美
豚
も
今
ま
で
食
べ
た
お
肉
で

一
番
美
味
し
く
て
驚
い
た
」と
語
り
ま
し
た
。

　

森
野
さ
ん
は
「
若
い
世
代
は
、
食
へ
の

関
心
が
薄
い
人
が
多
い
と
感
じ
る
。
授
業

で
『
食
』
を
取
り
扱
う
こ
と
で
、
生
徒
た

ち
に
食
材
や
調
理
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
職
員
組
合
は
１

月
中
旬
、
Ｊ
Ａ
が
運
営
す
る
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
彩
食
豊
美
で
、「
成
人
・
勤
続
20
年
祝

賀
会
」
を
開
き
、
20
歳
を
迎
え
た
職
員
３

人
と
勤
続
20
年
を
迎
え
る
職
員
６
人
を
Ｊ

Ａ
役
職
員
ら
約
30
人
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
会
場

は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
の
下
小
野
田
寛

組
合
長
は
「
今
後
、
25
年
、
30
年
と
、
皆

で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
激
励
。
祝
わ
れ
た
職
員
は
、

講義に集中する生徒

ステーキとローストポーク

20歳と 20年勤続を祝うＪＡ役職員

きもつきNEWS
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仕
事
へ
の
意
気
込
み
や
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　

会
で
は
、
職
員
組
合
の
役
員
ら
が
Ｊ
Ａ

職
員
の
取
組
を
動
画
で
紹
介
。
２
０
１
８

年
の
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
２
０
２
２

年
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会

を
振
り
返
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
１
月
下
旬
、

ア
グ
リ
パ
ー
ク
か
の
や
で
第
３
回
家
の
光

大
会
を
開
き
、「
家
の
光
』
購
読
者
や
Ｊ

Ａ
の
役
職
員
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
「
家
の
光
」
購
読
者
同
士
の
交

流
を
深
め
、「
愛
読
の
輪
」
を
広
め
よ
う

と
21
年
か
ら
同
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
普
及
部
門
で
同

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
東
串
良
支
部
、
根
占
支
部
、

田
代
支
部
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
、
昨
年
12
月

の
県
家
の
光
大
会
に
出
場
し
た
同
Ｊ
Ａ
女

性
部
内
之
浦
支
部
の
峯
添
サ
ダ
ミ
支
部
長

が
、
義
母
に
勧
め
ら
れ
た
「
家
の
光
」
を

切
っ
掛
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
き
た
事
を
語
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
家
の
光
講
師
で
整
理
収

納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
﨑
真
美
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、「
幸
せ
に
導
く
、
終
活
の
大

切
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
身
辺
整
理
や

「
終
活
」
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
す
こ
と

の
重
要
性
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「『
終
活
』
な
ん
て
ま
だ
早

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
講
演
を
聞
い
て
他

人
事
で
は
な
い
と
感
じ
た
。
家
族
と
話
す

機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
、
２
月
３
日
、

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
か
の
や
」
で
「
福
福
豆

ま
き
祭
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
施
設
内
に
あ
る
農
畜
産
物
直
売
所

「
ど
っ
菜
市
場
」
の
屋
根
の
上
に
登
っ
た

Ｊ
Ａ
の
中
野
正
治
常
務
ら
が
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
と
声
を
出
し
な
が
ら
地
域
住
民

ら
約
２
０
０
人
に
向
か
っ
て
約
２
０
０
０

袋
の
福
豆
を
ま
き
ま
し
た
。
豆
が
ま
か
れ

る
た
び
、
参
加
者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
住
民
が
今
年
一
年

健
康
で
幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う
同
直
売
所

を
中
心
に
企
画
。
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
住
民
ら
に
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
い
た
福
豆
は
、
１
月
下
旬
に
地
元
の

神
社
で
厄
払
い
や
無
病
息
災
を
祈
願
し
た

も
の
。そ
の
う
ち
約
１
０
０
袋
に
は
、ど
っ

菜
市
場
の
商
品
と
引
き
換
え
る
シ
ー
ル
を

貼
り
付
け
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
来
場
者
は
「
豆

を
拾
え
て
よ
か
っ
た
。
今
年
一
年
元
気
に

過
ご
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

普及部門の表彰者ら記事活用体験発表を終えた峯添さん㊨

講演を真剣に聞く参加者ら

賑わう豆まき祭

きもつきNEWS
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牛
肉
の
提
供
は
、
地
域
・
農
業
活
性
化

の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
共
済
が
支
援
し
ま

す
。

　

南
大
隅
町
の
根
占
中
学
校
で
は
、
２
月

９
日
、
給
食
に
「
鹿
児
島
黒
牛
の
ス
テ
ー

キ
」
が
提
供
さ
れ
、
給
食
時
間
の
校
内
放

送
で
は
、
生
徒
が
牛
肉
の
栄
養
価
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
キ
を
味
わ
っ
た
同
校
の
生
徒
は

「
と
て
も
柔
ら
か
く
美
味
し
い
お
肉
だ
っ

た
。
生
産
者
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
へ
の
牛
肉
提
供
は
、
１
月
25

日
の
東
串
良
町
か
ら
始
ま
り
、
３
月
中
旬

の
肝
付
町
で
終
了
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
、
管
内
の
学

校
給
食
に
「
鹿
児
島
黒
牛
」
の
牛
肉
約

１
０
６
０
㌔
㌘
を
提
供
し
ま
す
。

　

管
内
の
子
ど
も
達
に
地
域
農
業
や
、
第

12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
鹿
児
島
全

共
）
で
の
地
元
生
産
者
の
活
躍
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ
管
内

の
２
市
４
町
（
垂
水
市
、
鹿
屋
市
、
東
串

良
町
、
肝
付
町
、
錦
江
町
、
南
大
隅
町
）

に
協
力
を
呼
び
掛
け
実
現
し
ま
し
た
。

根占中学校（南大隅町 2/9）

池之原小学校（東串良町 1/25）
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Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
１ 

― 

４
７
４
６
ま
で

谷田地区

@@jakimotsuki@@ kimotsukija

Instagram Twitter

「家の光」のお問い合わせは、お近くのＪＡ窓口　または  ＪＡ本所  広報課  TEL 0994-41-4746まで

女性部員が「家の光」を読んで、
　　　　　　　 　気になる記事をご紹介！

定価（税込）
●普通月号　　　　　　　　　　629円
●付録月号（1・4・5・7・9月号）922円
●家計簿付き 12月号　　　　  1,027円

ＪＡ⿅児島きもつき⼥性部
⽥代⽀部⻑

⽑下 利美さん

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部
本
部
は

２
月
２
日
、
ア
グ
リ
パ
ー
ク
か
の
や
研
修

室
で
、
手
芸
教
室
を
開
き
「
カ
ブ
リ
ー
ナ
」

を
作
り
ま
し
た
。

　
「
カ
ブ
リ
ー
ナ
」
は
、『
家
の
光
』
の
別

冊
付
録
（
※
）
に
作
り
方
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
手
ぬ
ぐ
い
で
作
る
か
ぶ
り
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
支
部
長
た
ち
は
、
ミ
シ
ン
と

格
闘
し
な
が
ら
作
業
し
、
お
揃
い
の
「
カ

ブ
リ
ー
ナ
」
が
出
来
上
が
る
と
「
ピ
ン
ク

が
可
愛
い
。
元
気
に
な
る
」「
皆
で
揃
え

て
使
う
の
が
楽
し
み
」
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

※ 

『
家
の
光
』２
０
１
７
年
９
月
号
別
冊
付
録

「『
家
の
光
』
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
厳
選
作
品
集
」

　

い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
２
月
、
祓

川
、
谷
田
、
重
田
の
３
地
区
で
お
じ
ゃ
ん

せ
（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
毎
年
こ
の
時
期
恒
例
の
「
ゴ
キ

ブ
リ
団
子
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
刻
ん

だ
玉
ね
ぎ
と
牛
乳
、
砂
糖
、
ホ
ウ
酸
と
混

ぜ
合
わ
せ
て
、
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
の
出
来
上

が
り
で
す
。
材
料
の
玉
ね
ぎ
を
細
か
く
刻

む
と
こ
ろ
で
は
、「
目
が
痛
い
ね
」
と
笑

い
合
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。「
こ
れ
を

置
い
て
お
く
と
ゴ
キ
ブ
リ
が
出
な
い
」
と
、

参
加
者
か
ら
も
好
評
の
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
作

り
で
し
た
。

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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こんにちはこんにちはＡコープＡコープです！です！
大姶良・たるみず・東串良・高山・内之浦・なんぐう店で実施中！

　キャンペーン期間中、1000
円（税込）お買上毎にシール
を 1枚差し上げます。シール
を集めると、キャンペーン商
品を特別価格にてご購入いた
だけます。お洒落なキッチン
グッズです。ご利用ください。
3月 26日（日）まで。

　Ａコープでは、環境保全活動に取り組
んでいます。レジ袋の削減を通じて、資
源の節約、ゴミの減量に努めています。
皆様のご協力よろしくお願いいたします。

【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉

　２月子牛せり市に
ついては、新型コロ
ナウイルスの感染者
数が減少傾向にある
中、枝肉相場回復への
期待感から、平均価格
606,041 円（税込）、
前月比＋ 2,294 円と
なりました。

　管内にて鳥インフ
ルエンザウイルス感
染が確認されました。
より一層防疫対策を
心がけ、日々の飼養管
理に努めましょう。

２月分 畜産情報
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氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
①　 ひな人形に供える餅
④　 入試のときはケアレス＿＿
に気を付けて

⑥　ぐっと辛抱すること
⑦　 ウドの生産量が日本一の、
北関東にある県

⑧　 跳ね上げたひげが特徴的な
スペインの画家

⑩　石が細かく砕けたもの
⑪　雪解けで川の＿＿が増えた
⑬　つくのはうそ、吹くのは
⑭　 中華がゆなどにのせる赤い実
⑯　 スタッドレスからノーマル
に替えようかな

⑰　 宿屋のこと。漢字では旅籠
と書きます

⑲　出かけていて誰もいません
⑳　 ひな祭りのうしお汁によく
使われる具

ヨコのカギ
①　暑さ寒さも＿＿まで
②　佐渡、淡路、隠岐といえば
③　多くの受験生が解くもの
④　 数学では x や y で表すこと
が多い

⑤　 ツクシはこの植物の胞子茎
です

⑨　飛行機が飛び立つこと
⑪　 薄く切ったもの。＿＿チーズ
⑫　 山下公園や中華街があります
⑬　 卒業式で『＿＿の光』を歌った
⑮　イルカのヒット曲『＿＿雪』
⑱　 衣服に付いている、洗濯表
示などが載っている部分

クロスワードパズルの答え（2023 年３月号）

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

● 鹿児島全共のイベント会場へ３回程足を運
びました ! ! 飛騨牛（岐阜）を初めて食べま
した！やわらかく蕩けて美味しかったです! !
我が「鹿児島黒牛」も負けていませんでし
た！全国の皆様が精魂込めた作品がこの目
で体験できて良かったです ! !（東部・59歳）
〇 全国の和牛が揃う機会も鹿児島では中々無
いですので、イベントとしても楽しめましたよね！　「鹿児島黒牛」を
全国の方に知ってもらう良い機会だったと思います！

● 新年を迎え、女性部として何か新しいことを始められたら良いなと思っ
ております。佐多支部の皆さんのように、生姜の佃煮や餅焼きをしたり
して、地区の為になれるように頑張りたいです。　　　（東串良・74歳）
〇 １人で始めるには足踏みすることも、女性部の皆さんに声掛けをして皆
で取り組むのもいいかもしれませんね！

ト ソ ダ ガ ツ キ

ツ ム ジ シ リ ツ

パ リ シ ヨ ネ

エ イ ヨ ウ シ

メ デ キ ユ ミ

オ デ ン プ ラ ン

ト シ シ タ フ ジ
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広
報
誌「
み
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り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

❶

❷

❸ ❶

❹❸ ❷

１． 令和５年度事業計画（案）について
２．令和５年度固定資産取得計画（案）について
３．リスク評価書の定例改正について
４． ＪＡ出資型農業法人の商号と設立発起人等の決定について
５．株式会社アグリーンなんぐうの株式取得について
６．子会社への役員派遣について
７．令和４年度債権直接償却について
８． 令和４年度肉用牛生産基盤強化等対策事業のリース資

産取得について
９．その他

　本誌４ページに掲載しました「啓翁桜」。山形県が日本
一の出荷量を誇るこの桜は、1930 年に福岡県久留米市の
良永敬太郎氏によって作られたといわれているそうです。
　春の訪れを感じさせる桜を冬に楽しめるのは、生産者の
皆さんの研究と努力の賜物ですね！

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
と
㈱
Ａ

コ
ー
プ
鹿
児
島
は
、
Ａ
コ
ー
プ
の

商
品
を
搭
載
す
る
移
動
店
舗
車「
ゆ

め
ち
ゃ
ん
号
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　
「
ゆ
め
ち
ゃ
ん
号
」
は
18
年
に
運

行
を
開
始
。
利
用
者
か
ら
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
車
体

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
が
掲
げ
る
自
己
改
革
の
一

つ
「
地
域
の
活
性
化
」
の
一
環
で
、

組
合
員
や
地
域
住
民
の
利
便
性
向

上
と
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
強
化

が
目
的
で
す
。

　

ゆ
め
ち
ゃ
ん
号
は
、
曜
日
ご
と

に
ル
ー
ト
を
変
え
な
が
ら
、
祝
日

を
含
む
月
曜
か
ら
金
曜
で
運
行
し
、

約
60
カ
所
を
巡
回
し
ま
す
。

　１月31日に第 11回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。

利用者で賑わう停車場所

みのり 2023.3　


